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 藻類の大量発生が環境汚染の原因の一つであり，藻類の一種であるクロレラの増殖を抑制することを目的にタンニ

ン酸による増殖抑制実験および超音波による細胞縮小実験を行った。クロレラを培養する操作の一部でタンニン酸を

加え観察をした所，増殖の抑制を確認した。また，タンニン酸を添加せずに培養させたクロレラに超音波を当ててか

ら画像解析を行うと細胞の縮小が確認された。しかし，細胞壁の強さから理由が確かなものと判断されなかった。そ

のため，今後の課題として細胞縮小の原因を確かにしていく。 
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１. はじめに 

 近年，湖沼が富栄養化し，藻類が大量発生する

という事象が起こっている。これにより，生態系の

バランスが崩れるなどの環境問題が引き起こされ

ている。この問題に対する研究は多くなされてい

るが，まだ明確な解決策が見つかっていない。 

富栄養化に伴い大量発生する藻類の一種にクロ

レラがある。クロレラは 1 つの個体が 4 つに分裂

し，その分裂した個体が更に分裂するといったよ

うに増殖している。そのため，短い期間で指数関数

的に増殖することができる。また，クロレラは細胞

壁がとても強く，増殖を抑制する対策を取ること

が難しい。1) 

 本実験では藻類の引き起こす水環境問題を解決

するため，藻類の一種であるクロレラを用いて，お

茶に含まれる成分であるタンニン酸による増殖抑

制効果実験と，超音波による細胞縮小実験を行っ

た。タンニン酸は，同じくお茶に含まれる成分であ

るカテキンと構造が似ている。カテキンには藻類

の成長阻害効果があることが知られているため，

構造が似ておりお茶の成分であるタンニン酸にも

増殖抑制効果があると考えたため，本実験で使用

した。2) 

 

２. 実験材料と方法 

2.1. クロレラの培養 

 本実験では，研究室で継代培養しているものを

利用した。継代培養しているクロレラを遠心分離

機で分離させ，クロレラ懸濁液を取り出した。その

後，市販のペットボトルに，ハイポネックス 250  

μL を測りとり, イオン交換水で 500 mL とした。

ハイポネックス水溶液の入ったペットボトルに，

クロレラ懸濁液 2000 μL を測りとった後に攪拌さ

せた。次に，蛍光灯を 1 本とアルミホイル，酸素

ポンプを利用し培養装置を組み立てた。その後，1

週間程度様子を見ながら培養した。 

2.2. タンニン酸を利用した増殖抑制実験 

 本実験でも上記のようにクロレラを培養するが，

増殖抑制を確認するために，ハイポネックスとイ

オン交換水を加える操作でタンニン酸を加えた。

本実験では，タンニン酸(和光純薬，化学用)を精密

天秤で，0.0011 g，0.0051 g，0.0103 g 測りとり，

ペットボトル 3 本にそれぞれ加えた。その後，ク

ロレラ増殖の操作と同様に，クロレラ懸濁液を加

え，攪拌させた。4 本のペットボトルで比較を行う

ため，蛍光灯を 2 本と酸素ポンプを２台，アルミ



ホイルを利用し，培養した。4 日間培養させ，毎日

写真を撮影した。 

2.3. 超音波を当てた細胞縮小実験  

 本実験では，タンニン酸を加えず，4 日間培養さ

せたクロレラを利用した。まず，タンニン酸を加え

ていないクロレラ 50 μL を測りとり，マイクロス

ケールとカバーガラスの間に差し入れた。超音波

照射前に顕微鏡を 40 倍にしたもので，クロレラの

細胞を撮影した。その後，タンニン酸を加えていな

いクロレラにそれぞれ，5 分，10 分，15 分，20 分，

25 分，30 分間超音波を当て，前述と同様の方法に

てクロレラの細胞の撮影を行った。超音波は，超音

波洗浄器(株式会社エスエヌディ，US-1，38 kHz)

を用いて水を振動させることによって発生させた。

影が終わったら画像処理ソフトであるイメージ J

利用し，細胞の直径を測定した。 

3. 結果と考察 

 図 1 に前述と同様の方法にて培養したクロレラ

の 0 日目と 4 日目の RGB のグラフを示す。 0 日

目はクロレラのペットボトル全てが同じように緑

色になっていた。しかし，4 日目では，タンニン酸

が含まれていないクロレラは，濃い緑色になり，ペ

ットボトルの底の部分にはクロレラの塊が沈殿し

ている様子が観察された。しかし，タンニン酸が含

まれているクロレラは，黄色のような薄い緑色に

なっており，クロレラの沈殿は観察されなかった。

この結果により，タンニン酸には藻類の増殖抑制

効果があることが確認された。また，0 日目のクロ

レラを加えてから攪拌させて 1 時間ほど経過した

際に，タンニン酸を加えたペットボトルがわずか

に黄色っぽくなったことが確認された。このこと

から，タンニン酸はクロレラに対して短時間で効

果があることが分かった。今後，クロレラがどれく

らい増殖したかを調べるために吸光度を測定する

などして実験精度をあげていきたい。 

 クロレラの細胞の直径を縦軸に，超音波を当て

ていた時間を横軸にして，グラフ化したものを図 2

に示す。このグラフより，超音波をあてると，クロ

レラの細胞が小さくなっていた。しかし，前述の通

り，クロレラの細胞壁は強く，超音波ではほとんど

破壊されない。そのため，本実験でのクロレラの大

きさが小さくなった理由として，細胞壁破壊の考

えとすることは難しい。しかし，本実験によって，

超音波で細胞に変化を与えることができたことは

確認された。そのため，今後の実験では，細胞縮小

の原因を確かにしていきたい。 

4. 結論 

 本実験結果よりクロレラを増殖させる実験に，

タンニン酸を添加することで，増殖の抑制が示唆

された。また，増殖させたクロレラに超音波を当て

ることで，細胞に影響を与えていると推測できた。 
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図 2 クロレラ細胞の直径と超音波照射時間 

図 1 クロレラの増殖による RGB 値の変化 

(細胞数が増えると RBG 値が減少する) 
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